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水稲多収系統奥羽 316号 、奥羽 326号の穂の着粒構造
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:は じ め に

東北農業試験場で育成された短稗,穂重型 ,中晩性で多

収性を具備する奥羽316号及び奥羽326号
1)の
多収性に関

わる一穂粒数の増加機構を明らかにするため,窒素施用量

が穂の着粒構造に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

水稲奥羽316号 ,奥羽326号及び比較品種としてアキヒ

カリを供試し,昭和62年 5月 26日 ,中苗を222株 /″ , 4

本/株で手植え した。窒素施用量は成分合計 14″ /10′

(基肥 8,幼穂形成期 3,減数分裂期 3)及び18″ /10α
(基肥 4,中間追肥 2,穂首分化期 3,幼穂形成期 3,減

表 l N施肥量の差異による穂形質の変化

品種 系統

奥 羽 316号

奥 羽 326号
アキヒカリ0じ

表 2 ゝ施肥量の差異による一穂粒数 ,粒着密度
の変化

注.粒着密度 :穂粒数/(穂軸長 +1次枝梗長 )

せるので,以下に検討を加えた。

(21 窒素施肥量の差異による 2次側枝数の変化 (図 1)
窒素増施により奥羽316号では第 1, 2節 の 1次枝梗上
の2次側枝数の減少及び第 3～ 10節の 2次側枝数が増加し,

奥羽羽326号では第■節の 1次枝梗上の 2次側枝数の減少

数分裂期 3.出穂期 3)と した。その他の管理は慣行に準

じた。

調査個体は区の平均穂数に近い20株を採取し,各株最長

枠の関立得長の穂を対象とし,着粒構造について調査した。

穂の各部の名称は松葉
3)に
準じた。

3 結 果 と考 察

に)穂形質の変化 (表 1, 2)
窒素増施によリアキヒカリでは株当たり穂数の増加 , 1

次枝梗数及び穂粒数の減少するのに対し,奥羽316号及び

奥羽326号では穂敷が増加するにもかかわらず, 1次枝梗

数には大きい増減がなく,一穂粒数の増加が認められた。

穂の着粒構造は 1次枝梗・ 2次側枝数 3次小穂数で表わ

N18

穂  数
(本/株 )

227

188

261

穂  長
(cm)

167

189

169

1夷技梗数
(本 )

110

115

100

及び第 2～ 10節の 2次側枝数が増した。アキヒカリでは第

5～ 9節上の 2次側枝数が増加するものの,第 1～ 4節及

び第10節の合計 5節上の 2次側枝数が減少した。 1次枝梗

と 2次側枝との関係を示した図 1中の面積は,穂の着粒能

力を表わしており,両系統はアキヒカリに比べ窒素に対す

る着粒反応が大きいと判断される。

{31 窒素施肥量の差異による2次小枝梗数の変化 (表 3,

図 2)

奥羽316号 ,奥羽326号 の 2次小枝梗数は窒素増施によ

る変化は顕著でなく,ま たアキヒカリとも大差は認められ

なかった。 2次′卜技梗数は,変異係数が供試品種 系統に
大差なく比較的安定度の高い形質とみられる。両系統とも

窒素増施による一穂粒数の増加は,2次側枝数の増加によ

るものであったが, 2次小枝梗数 (■ 2次小穂数 )に顕著

な変化がなかったことを勘案すると,3次イ瀬 数の増加の

穂 数  穂  長  1欠伎梗数
(ん/篠 )  0)  体 )

188        16 1        11 3

13 7         18 8         11 5

210      169      110

注。N14 N18は 10● 当りN成分量19

一穂粒数 粒着密度
(粒) (米Lイm)

奥 羽 316号

奥 羽 326号
アキヒカリCD
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図2 N施肥量の差異による着粒構造の変化

影響が考えられる。

に)窒素施肥量の差異による3次小穂数の変化 (図 3)
奥羽316号では窒素増施による 2次枝梗分布の様相に大

きい変化はなかったが,第 3～ 7節の 1次枝梗上に分布す

る 3次小穂数力弩ξ加し,下膨れ型の傾向を示した。 3次小

穂の退化はアキヒカリに比べ少なかった。奥羽326号 でも

窒素増施による 2次枝梗数分布への影響は小さかったが ,

第 5～ 10節上の 3次小穂数が増加し,アキヒカリに類似し

た中膨らみ型の分布を示した。また, 3次小穂の退化もア

+ヒ カリに類似し,窒素増施による退化節位もやや増加傾

図3 N施肥量の差異による 1次枝梗節位別
2次枝梗数, 3次小穂数,粒数の変化

向であった。

以上,多収系統奥羽316号及び奥羽326号のシンクのう

ちの面積当たり籾数は,窒素の増施による穂数の増加及び

一穂粒数の増加によって拡大できたが,穂の着粒構造につ

いてみると,それは 1次枝梗数の影響でなく2次側技数の

増加とそれに伴う0次小穂数の増加によることが明らかと

なった。橋本ら2)の分類に準拠すると,奥羽316号は穂基

部から第 3～ 5節の着粒構造が多い型に類別でき,奥羽32

6号は穂中央部の着粒数が多い型に類別でき,両系統とも

着粒数における肥料反応の高いことが示唆された。なお ,

ここでは多収性に関わる粒の大きさについて ,頴の発育 ,

継管東,登熟との関係について検討できなかったので,後
程の検討に待ちたい。
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図 l N施肥量の差異による穂相の変化

表3 N施肥量の差異による 2次小枝梗数の変化

ア■ヒカリ    奥羽01`号    奥羽326号

一
學

N18N14 N18N14     N18

奥 羽 316号

奥 羽 326号
アキヒカリOD

ふ枝梗姿 CV
体 )  (%〉

448     11 6

444     124

4 47      12 6
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